


新一般廃棄物処理施設整備運営事業新一般廃棄物処理施設整備運営事業

可燃ごみや可燃性粗大ごみ及び
新たにプラスチック製容器包装
を加え、焼却処理し、発電・余
熱の回収を行う施設

可燃ごみ中に含まれる生ごみ・
紙類等をメタン発酵により適正
に処理する施設

不燃ごみ・粗大ごみの破砕・選
別、有価物を回収する施設

し尿や浄化槽汚泥を汚泥分と水分
に分離し、排水を生物処理して下
水道へ放流し、処理工程で発生し
た汚泥を助燃剤化する施設

▶ 現在までの事業経過
　湖北広域行政事務センターでは、新しい一般廃棄物処理施設 （熱
回収施設、リサイクル施設、汚泥再生処理センター）の整備に向けて、
令和元年度に整備基本計画の策定及び事業方式の検討、令和３年度
に要求水準書の作成、令和４年度に事業者選定を行いました。
　令和４年12月には、株式会社タクマ（兵庫県尼崎市）を代表企業
とするタクマグループを優先交渉権者として決定し、その後、特別目
的会社「湖北ハイトラスト株式会社」が設立され、令和５年３月に事
業契約を締結しました。
　令和５年度より、長浜市木尾町の事業地にて、施設の実施設計等、
本格的に施設整備を進めていきます。

　高効率ごみ発電ができる焼却施設に加え、バイオガス化
施設を併設することで、廃棄物エネルギーを最大限回収し
ます。得られたエネルギーは電力として、固定価格買取制
度を活用し、売電収入を確保します。

　バイオガス化施設を併設することで、生ごみ等を発酵さ
せ、メタンガスとして、効果的にエネルギーを回収し、二
酸化炭素の削減、環境負荷の低減を図ります。

同一敷地内に各施設を一極整備することにより、一般廃棄
物（ごみ、し尿等）の処理を施設間で連携させ、総合的
な廃棄物処理システムを構築し、効率的な施設整備運営を
図ることで、コスト削減につなげます。

　ごみの焼却により発生する熱及びバイオガスは主に発電
に利用します。電力は施設内での利用を優先し、余剰電
力分は売電によって得られる収益を運営費に充当します。
将来は他の公共施設等への供給、非常時の電力供給等次
世代へつながる利活用をします。



事業実施体制 本事業の実施体制は以下のとおりです。 センターからのお知らせ

　新施設供用にあたり、全施設
（熱回収施設、リサイクル施設、
汚泥再生処理センター）をまと
めた名称を募集します。
　募集要項については、８月公
表の予定です。皆様からのたく
さんのご応募をお待ちしており
ます。

　バイオガス化施設は、生ごみなどの有機物
（たんぱく質・炭水化物・脂肪など）を微生物
（メタン菌など）の力によって分解し、再生可
能エネルギーであるバイオガスを発生させ、
そのガスでエンジンを動かし、発電します。

バイオガス化施設とは？
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※構成企業の吸収分割により㈱クボタが令和５年４月１日に加わりました。
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